
も
う

つ
う

じ

岩
手
・毛
越
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
大
沢
地
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
八
年

（昭
υ

七
月
、
二
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
本
澤
慎
輔

・
八
重
樫
忠
郎

・
菅
原
計
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

毛
越
寺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
よ
り
約
人
Ｏ
Ｏ
ｍ
西
に
所
在
す
る
。
毛
越
寺
は
、

一
二
世
紀
に
平
泉
を
拠
点
と
し

て
繁
栄
し
た
奥
州
藤
原
氏
の
二

代
基
衡
に
よ

っ
て
造
営
さ
れ
た
。

金
堂
円
隆
寺

の
ほ
か
、
嘉
勝

寺

・
講
堂

・
常
行
堂

・
法
華

堂

。
二
階
惣
門

・
鐘
楼

・
経
蔵

関

　

ど
の
建
物
が
あ

っ
た
こ
と
が

一　
知
ら
れ
る
が
、
嘉
禄
二
年

（
一

壬

〓
◇

を
は
じ
め
と
す
る
中

世
の
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
現
存
す
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
北
の
塔
山

を
背
景
と
し
て
広
が
る
土
塁
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
境
内
に
は
、
円
隆
寺
の
前
面

の
浄
土
庭
園
の
大
泉
が
池
が
残
り
、
ま
た
建
物
も
そ
の
礎
石
や
基
壇
な
ど
の
遺

構
が
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
発
掘
調
査
は
、
庭
園
の
復
元
整
備
の
た
め
、

一
九
人

一
年
か
ら

一
九
九
〇
年
ま
で
平
泉
町
教
育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

一　
第

一
二
次
調
査

第

一
二
次
調
査
は
、
大
泉
が
池
の
西
岸
か
ら
南
岸
に
か
け
て
の
地
区
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
池
南
西
岸
で
時
期
の
異
な
る
三
条
の
排

水
溝
が
見
つ
か
り
、
こ
こ
が
池
尻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

木
簡
は
、
池
底
部
の
黒
褐
色
土
層
か
ら
六
点
出
土
し
た
。
同
層
は
有
機
物
や

自
然
木
を
多
く
含
み
、
か
わ
ら
け
や
複
数
の
宝
塔
状
木
製
品
、
連
の
実
状
の
本

製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
第

一
三
次
調
査

第

一
三
次
調
査
は
、
中
鳥
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
中
島
に
は

二
時
期
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
古
い
一
期
目
の
中
島
は
、
西
北
西

か
ら
東
南
東
に
長
い
不
整
形
で
、
平
坦
面

・
池
岸
と
も
表
面
に
玉
石
を
敷
い
て

い
る
。
二
期
目
に
は
島
の
東
部
が
造
り
変
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
期
中
島

の
北
東
地
区
の
池
岸
玉
石
敷
面
を
削
り
込
ん
で
細
長
く
東
方
へ
延
び
る
半
島
状

に
成
形
し
、
そ
こ
か
ら
粘
土
と
礫
を
積
み
重
ね
て
さ
ら
に
東
方
に
島
を
細
長
く

拡
張
し
て
現
在
に
見
る
勾
玉
状
の
形
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
旧
二
時
期

は
い
ず
れ
も

一
二
世
紀
に
属
す
る
。



2005年出土の木簡

木
簡
は
、
中
島
の
北
橋
跡
地
区
の
池
底
面
直
上
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の

他
、
中
島
の
北
東
か
ら
東
に
か
け
て
の
北
辺
の
池
底
か
ら
、
木
製
宝
塔

（部

分
）
が

一
〇
点
出
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
期
中
島
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

笹
碁
婆
で
あ
る
。
頭
部
は
山
形
で
、
側
面
に
切
り
込
み
は
な
い
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『毛
越
寺
庭
園
発
掘
調
査
報
告
書
　
第

一
二
次
調
査
』

（岩
手
県
平
泉
町
文
化
財
調
査
報
告
書

一
四
、　
一
九
八
九
年
）

同

『毛
越
寺
庭
園
発
掘
調
査
報
告
書
　
第

一
三
次
調
査
』
（同
一
一六
、

一
九
九

一
年
）

（及
川
　
司
）

― (2)

(4)   (3)   (2)   (1)

〔四
カ
〕

⑬

　

□
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
こ

と
ｂ

寓
Ｐ

⑥

　

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
∞Ｉ
Ｐ
寓
Ｐ

⑪
～
い
は
笹
塔
婆
の
断
片
で
、
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
墨
書
は
梵
字
の
み
で

あ
る
。
①
②
い
は
側
面
に
切
り
込
み
が
確
認
で
き
、
頭
部
は
圭
頭
状
を
呈
す
る

と
思
わ
れ
る
。
①
は
欠
失
に
よ
り
原
形
不
詳
。
①
⑥
は
い
～
い
よ
り
も
厚
み
が

あ
り
、
笹
塔
婆
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第

一
三
次
調
査

〔４
南
元
力
〕

「□
□
□
□

含

∞

９

×

中

∞
×

］

ｏ
ω
Ｐ

第

一
二
次
調
査

町

ガ
渉

「□
　
□

「ミ

（カ
ー
ン
）

４
□
〔師予
力
〕

「□

（
∞
］
）
×

Ｐ
∞
×

Ｐ
　
ｏ
ω
〕

（
∞
ｏ
）
×
］
Ｐ
×

牌
　
ｏ
ω
〕

含

じ

×

含

ｅ

×

岸
　
ｏ
２

（
卜
Φ
）
×
］
ｏ
×

Ｐ
　
ｏ
ω
騨




